
（別紙３）

（対象者数） 22 （回答者数）
20

（対象者数） 9 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・個の特性に合わせた療育内容をチームで検討して提供し、

寄り添った支援を行います。

・導入したパソコンの用途の幅を広げていきます。

2

・子どもや保護者の声に耳を傾け、過ごしやすい環境作りを

行います。

・子どもや保護者が安心できるように、相談事には迅速かつ

丁寧な対応をしていきます。

3

・子どものやる気を損なわないように個に合わせた声掛けを

して、更に自己肯定感を高める事が出来るように支援を行い

ます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・希望されない保護者の方もいらっしゃいますが、ニーズを

把握した上で、必要な場合は日程や内容の他に感染症対策を

施した方法（Zoom）などを検討していきます。

2

・希望されない保護者の方もいらっしゃいますが、ニーズを

把握した上で、必要な場合は日程や内容の他に感染症対策を

施した方法（Zoom）などを検討していきます。

・学習環境を整え、個に合わせた内容で寄り添った学習ができ

る。

・保護者のニーズを把握し学校との情報交換を行い、子どもの

情緒を優先しながら個に合わせた学習に寄り添っています。

・学習に対して苦手意識をもたないように、子どものペースに

合わせて向き合う事が出来る支援を行っています。

・自発的な学習取り組みや調べる力を身に付けられるように、

支援を行っています。

○事業所名 放課後等デイサービス　スマイルハート

○保護者評価実施期間 2026年1月4日　　～　　2026年2月20日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2026年1月12日　　～　　2026年1月16日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年2月22日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・充実した余暇を過ごすことができる。 ・巧妙性を高めることが出来るように、「指の動き・創造力・

集中力」の向上を目指した支援を行っています。

・体を動かすプログラムを通して、楽しみながらも協調性や規

律性を高めることが出来る支援を行っています。

・個の特性を生かした支援ができる。 ・チームでの課題取り組みが迅速かつ適切となるよう、多角な

視点で意見を出し合う場を設けています。

・個別支援計画に沿った支援を行っています。

・保護者との信頼関係を図り、子どもの情報交換だけでなく相

談が気軽に出来る機会を設けています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他の子どもと

活動する機会がない。

・感染症拡大防止のため

・スケジュールの日程調整

・保護者同士で交流する機会を設ける等の支援ができていな

い。

・感染症拡大防止のため

・スケジュールの日程調整

事業所における自己評価総括表公表


